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ハワイ 【Ⅱ 陸上自衛隊の役割等】 
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ポスト冷戦 
テロとの戦い 

新たな国家間
の勢力均衡 

「１６大綱」策定 「０７大綱」策定 「２２大綱」策定 

                        防衛出動（自衛隊法）    

  治安維持（自衛隊法）              情報収集、武装工作員等への対応権限 

災害派遣（自衛隊法）      災害派遣の権限強化（自主派遣、警察・消防官と同等の権限） 

                  国際緊急援助隊法 

          ＰＫＯ法                                          本来任務化 

      在外邦人等輸送（ＴＪＮＯ）                                           （自衛隊法） 

               日米物品役務相互提供協定（ＡＣＳＡ）  

               周辺事態安全確保法 

        警護出動（自衛隊法） 

    イラク特措法 

 ＰＫＯ・人道支援          

       日米物品役務相互提供協定（ＡＣＳＡ）                                                     在外邦人等輸送（TJNO）         

周辺事態法 
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周辺事態法 
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（テロ特措法・補給支援特措法に基づく行動） 

海賊対処 

ｲﾗｸ特措法に基づく行動 
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国民保護法 
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平成２５年度末に、定員
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１６大綱 

新たな脅威や 
多様な事態 
への実効的 
な対応 

本格的な侵
略事態への

備え 

陸自の役割の概念整理 
２２大綱 

統
合
運
用
態
勢
及
び
日
米
同
盟
の
強
化 

【Ⅱ 陸上自衛隊の役割等】 

 我が国の防衛 

平素の 
即応態勢 

防衛意思 
明示の演習 

グレーゾー
ンへの対応 

南西防衛 
態勢 

総合戦闘力
の養成 

国際平和 
協力活動 

日米同盟 

多層的 
安保協力 

 災害派遣 

 安全安心
への取組み 

実効的な 
抑止及び対処 

アジア・ 

太平洋地域の
安全保障 
環境の一層 
の安定化 

グローバルな 
安全保障環境 
の改善 

０７大綱 

大規模災害等 
各種事態への 

対応 

より安定した 
安全保障環境 
構築への貢献 

有事 

平時 

 災害派遣・ 
民生支援等を 

通じて、国土を
安定化 

 国際平和協力
活動等を通じて、
国際社会との連
携強化 

我が国の防衛 

国際的な安全 

保障環境の改
善のための 

主体的・積極的
な取組 

防衛力の役割 
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× × × × 

第１師団 

第１２旅団 

方面直轄部隊 

7 

： 駐（分）屯地 

西部方面隊 

 全国４箇所に部隊配置 
（東方、中方、西方、沖縄）  

不発弾処理 

 初動対応部隊が２４ 
時間待機 
○ 人員： 約２，７００名   
○ 車両： 約４００両 
○ ヘリ ： 約３０機 

平素の即応態勢 

災害派遣、
防衛警備
事態等 

中部方面隊 

北部方面隊 

中央即応集団 

東北方面隊 

東部方面隊 

第４師団 

第８師団 

第１５旅団 

その他の方面直轄部隊 

西方普通科連隊 

第３師団 

第１０師団 

第１３旅団 

第１４旅団 

方面直轄部隊 

第２師団 

第５旅団 

第７師団 

第１１旅団 

方面直轄部隊 

第６師団 

第９師団 

方面直轄部隊 

第１空挺団 

第１ヘリ団 

国際活動教育隊 

中央即応連隊 

特殊作戦群 

中央特殊武器防護隊 

対特殊武器衛生隊 

【Ⅲ 陸上自衛隊の活動と取組み】 

あらゆる事態に即応するため、駐屯地を基盤として部隊を配置し各種即応態勢を維持 



 
8  全国各地で、年間平均約３００回（１日約１回）の災害派遣を実施 

【Ⅲ 陸上自衛隊の活動と取組み】 
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雪害（岩見沢市２４．１） 口蹄疫（宮崎県２２．５～７） 

行方不明者捜索（旭岳２４．１） 

山林火災（高知県２３．４） 風水害（奈良県・和歌山県（２３．９） 

雪害（鳥取県・島根県２３．１） 

災害派遣件数の推移 

緊急患者輸送（沖縄県） 

雪害（滋賀県２４．２） 給水支援（網走市２５．２） 

災害派遣の内訳 

平成２３年度 
２７１件 

山林火災（三宅島２４．１１） 



 
 
 

① 地震・津波災害、原子力災害の２正面作戦 
② 災害派遣初の予備自衛官等の招集 
③ 米軍との大規模な共同作戦（オペレーション｢トモダチ」） 

④ 過去最大規模の活動（５個師団・４個旅団を集中） 
⑤ 災害派遣初の統合任務部隊（ＪＴＦ）を組織 

【陸上自衛隊５つの挑戦】 

即応予備自衛官による捜索活動 

陸海空自衛隊の総力を結集 

9 

気仙沼大島への救援品配布 

原発への消防車による放水 行方不明者捜索 

同時対処 

東日本大震災においては、過去最大規模のＪＴＦの活動、予備自衛官の招集、米軍との共同
作戦など多くのオペレーション上の教訓を獲得 

２正面作戦 

【Ⅲ 陸上自衛隊の活動と取組み】 

予備自衛官等の招集 

オペレーション「トモダチ」 最大規模の活動 統合任務部隊を組織 

救援物資の輸送 
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東日本大震災においては、過去最大規模のＪＴＦの活動、予備自衛官の招集、米軍 
との共同作戦など多くのオペレーション上の教訓を獲得 

【Ⅲ 陸上自衛隊の活動と取組み】 

  人   員     約１０７，０００名 
  陸災部隊    約７０，０００名    
  海災部隊    約１５，０００名   
  空災部隊    約２１，６００名 
  原子力災派部隊  約５００名 

東北方面隊 
による初動対処 
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不発弾処理 

国民保護 

民生支援 

過去５年間の実績（23.3.31現在） 

図上演習 （沖縄県） 実動演習（北海道） 

東日本大震災における慰問演奏 

0

1000
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19 20 21 22 23

沖縄 

常に国民と一体となった活動により、国民の生命と安全・安心を確保 

国民保護訓練への参加により 
国民保護措置の実効性を向上 

全国的かつ地域的な大会を支援して、 
大会の円滑な運営に寄与 

音楽演奏会を通じて、自衛隊と国民との連携深化 
（沖縄においては、年平均約３０回の演奏会を実施） 

年間約１，５００前後の処理により安心に寄与 
（うち約半数が沖縄において実施） 

スポーツ支援 

【Ⅲ 陸上自衛隊の活動と取組み】 

与那国海神祭 

羽幌慰問演奏 

富士登山駅伝 スキー大会支援（弘前） 
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【Ⅲ 陸上自衛隊の活動と取組み】 

２４年（６大会）ぶりに２桁の代表を 
選出し、２８年ぶりに金メダル獲得 

 ２４年（６大会）ぶりに２けたの代表決定、２８年ぶりに金メダル獲得 
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銅 

銀 

金 

自衛隊からのオリンピック 
出場及びメダル獲得状況 

１等陸尉 小原日登美 
（レスリング） 

２等陸尉 湯元 進一 
（レスリング） 

３等陸尉 米満 達弘 
（レスリング） 

３等陸尉 清水 聡 
（ボクシング） 

国民に夢と希望を。 



○ これまで、延べ４万６５００人を派遣 
○ 国際平和協力活動等の任務拡大に対応しつつ、平成１９年度以降即応態勢を確立 13 

： 国連平和維持活動 

： 国際緊急援助活動 

： 旧イラク人道復興 

 支援特措法に基づく 

活動 

： ソマリア沖・アデン海
賊対処 

１ 国連カンボジア暫定機構 
  １９９２．９～９３．９ 
  自衛隊の初のＰＫＯ陸・海・
空自衛隊から参加 
 

２ 国連モザンビーク活動 
  １９９３．５～９５．１ 
  初の国連司令部への派遣 
初の陸・海・空自衛官からなる
部隊を編成 

３ ルワンダ難民救援 
  １９９４．９～１２ 
  初の人道的な国際救援活
動。アフリカなどから高い評価 

４ 国連兵力引き離し監視隊 
  １９９６．２～２０１３．１ 
中東の安定化に寄与。長期に
わたり部隊を派遣 

５ ホンジュラス国際活動 
  １９９８．１１～１２ 
  自衛隊初の国際緊急援助
活動。長距離の空輸を達成 

６ インド国際緊急援助活動 
  ２００１．２ 
  外務省や非政府組織（ＮＧ
Ｏ）などとの連携を教訓 

７ 国連東ティモール暫定行
政機構 

  ２００２．２～２００４．６ 
  最大規模のＰＫＯ参加。初
の女性自衛官参加 

８ 旧イラク人道復興支援特
措法に基づく活動 

  ２００３．１２～２００９．２ 
  イラク復興で見せた自衛隊
の活動に対し世界中から評価。
日米同盟の 
強化に貢献 

９ インドネシア国際救急援助
活動 
  ２００５．１～３ 
  約１０００名の大規模な救
援。初の陸自ヘリコプターの
展開。初の統合連絡調整所を
開設 

１０ パキスタン国際緊急援助
活動  
  ２００５．１０～１２ 
  空自輸送機で陸自ヘリコプ
ターを展開。現地において、 

ＪＩＣＡと連携 

１１ インドネシア国際緊急援
助活動 
  ２００６．６ 
  医療支援、防疫活動など
を実施 

１２ 国連ネパール政治ミッ
ション 
   ２００７．３～１１．１ 
   初の武器及び兵士の監
視業務を遂行 

１３ 国連スーダンミッション 
   ２００８．１０～１１．９ 
   司令部要員を派遣。スー
ダン安定化に寄与 

１４ ソマリア沖・アデン湾海
賊対処 
   ２００９．３～現在 
   我が国船舶のみではなく、
諸外国の船舶も掩護 

１５ インドネシア国際緊急援
助活動 
  ２００９．１０ 
  医療援助を迅速に実施 

１６ ハイチ国際緊急援助活動 
  ２０１０．１～２ 
  ハイチでの大地震に際し、
迅速な輸送・医療活動を実施 

１７ 国連ハイチ安定化ミッ
ション 
   ２０１０．２～２０１３．２ 
   ハイチ国際緊急援助隊
に連接した派遣。大地震後
の復旧・ 

  復興支援 

１８ パキスタン国際緊急援助
活動 
   ２０１０．８～１０ 
   現地における初の統合
運用調整所を開設。諸外国
との連携により任務を達成 

１９ 国連東ティモール統合
ミッション 
   ２０１０．９～２０１２．９ 
   東ティモールの治安維持
と回復に寄与 

２０ 国連南スーダン共和国
ミッション ２０１１．１１～現在 
   南スーダンの国づくりに
貢献。アフリカ内陸部への
長大な後方補給線を維持 

【Ⅲ 陸上自衛隊の活動と取組み】 
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ジブチ ハイチ 

南スーダン 

東ティモール 

カンボジア 

【Ⅲ 陸上自衛隊の活動と取組み】 

【能力構築支援】 
任務：ＨＡ／ＤＲやＰＫＯ分野における教育 

【国連ハイチ安定化ミッション】 
任務：被災地の復旧・整備（約３２０名） 

本年２月をもって撤収 
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【派遣海賊対処行動航空隊】 
任務：活動基盤の維持・防護（約８０名） 

【国連南スーダンミッション】 
                                                          ○ 司令部要員３名を派遣 
                                                          ○ 施設科主力の部隊等を派遣（約３５０名） 



   
 

陸自 

米海兵隊 米陸軍 

陸幕長と 

米陸軍参謀総長 

との意見交換 

（Ｈ２４．９、ワシントン） 

米海兵隊との 

実動訓練視察 

（Ｈ２４．９、グアム） 

シニアレベルセミナー 

（Ｈ２４．７、ハワイ） 
日米韓幕僚懇談 

（Ｈ２４．１１、市ヶ谷） 

ⅢＭＥＦ司令官の西方訪問 

国内における米海兵隊 

との実動訓練 

  各種戦略協議、部隊レベルの取り組みを通じ、同盟強化を推進 

ハ
イ
レ
ベ
ル 

 
 

 
 

部
隊
レ
ベ
ル 

15 

日米共同方面隊指揮所 

演習 

【Ⅲ 陸上自衛隊の活動と取組み】 

米国における米海兵隊 

との実動訓練 

豪陸軍 韓陸軍 

国内における米陸軍 

との実動訓練 
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【Ⅲ 陸上自衛隊の活動と取組み】 

アジア太平洋地域多国間協力 

プログラム（東京、Ｈ２４．９） 

  日米協力を中核として、多層的な安全保障協力枠組みを構築 

日韓初級幹部交流 

（熊本、Ｈ２４．１２） 
陸幕長訪英（Ｈ２４．６） 

16 

日印部隊間交流 

（富士地区、Ｈ２５．２） 

豪州軍人との交流（ＵＮＭＩＳＳ） 
（豪州、Ｈ２４．９） ：過去の派遣国 
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【Ⅲ 陸上自衛隊の活動と取組み】 

 様々な脅威に対して、事態の発生を未然に防止するため、我が国防衛の強い意思
を明示するとともに、実効性を向上する演習・訓練を実施 

米陸軍との実動訓練 

協同転地演習 

積雪寒冷地における訓練 

米海兵隊との実動訓練 

生物武器対処訓練 

島嶼部への攻撃対処の訓練 
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【Ⅲ 陸上自衛隊の活動と取組み】 

事態推移 
及び権限 

         
 
 

自衛権 

警察権 

防衛出動発令 

警察との協同訓練 

事態対応のための能力強化 北朝鮮ミサイル発射への対応 

米軍基地警備の共同訓練 沿岸監視訓練 ヒドラジン対処訓練（多良間島） 

ＰＡＣ－３の警備（朝霞） 

南西諸島に、陸上自衛隊から 
約１,９００名が展開 

 グレーゾーンにおける様々な脅威に対して、実効的に対応するとともに、演習・訓練
により、その能力を向上 

原発工作員対処訓練 

治安出動発令 

不法行動発生 
活動激化 

治安出動前の情報収集発令 

海警行動発令等 



石垣島 

尖閣諸島 

０ ２００ km 

(参考）同縮尺の本州  約１，４００ｋｍ（本州に相当）にわたり陸上自衛隊の駐屯地は沖縄
本島のみであり、自衛隊配備の空白地域 

沖縄島 

沖永良部島 

奄美大島 

宮古島 

約750km 

約650km 

那覇駐屯地 

与那国島 

19 新たな部隊配置及び水陸両用機能の強化等により、戦略的空白に対応 

【平素からの情報収集・警戒監視に必要な体制】 
与那国島に陸自沿岸監視部隊を新編 

【平素からの事態発生時の迅速な対処に必要な体制】 
初動を担任する部隊の新編に向けた事業に着手 

【機動力の向上】 
水陸両用作戦機能の強化、機動演習の実施 

【日米防衛協力の強化】 
共同訓練、米軍施設の共同使用の拡大 

与那国島に 

沿岸監視部隊を新編 

機動演習の実施 

水陸両用作戦 

機能の強化 

共同訓練の拡大 

【Ⅲ 陸上自衛隊の活動と取組み】 

水陸両用車（イメージ） 

２５年度予算案 

初動を担任する部隊 

の新編に向けた 

事業に着手 



20 

 不透明・不確実な将来の脅威に実効的に対処するため、総合的な戦闘力を
維持・強化するための各種訓練等を実施し、将来の我が国の抑止力を担保 

【Ⅲ 陸上自衛隊の活動と取組み】 

ＮＢＣ（核・生物・化学）対処訓練 

地対空誘導弾年次射撃訓練（米国） 

富士総合火力演習 

レンジャー養成訓練 
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国土・国民を守る中核 世界と日本を繋ぐ 
国際平和協力活動等の主体 

我が国 
防衛の 
最後の砦 

統合・共同の作戦の土台・基盤 21」 


